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推
進
委
員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や

再
生
困
難
農
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
回
り
、農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や

戸
別
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
現
地
調
査
の
結
果
、森
林
化
等
が
進
み

再
生
困
難
と
判
断
さ
れ
た
農
地
に
は「
非
農

地
通
知
」を
発
送
し
て
い
ま
す
。通
知
を
受

け
取
ら
れ
た
方
は
、名
古
屋
法
務
局
豊
田
支

局
で
地
目
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
現
地
調
査
の
結
果
、遊
休
農
地
と
判
断

さ
れ
た
農
地
所
有
者
の
方
に
、利
用
の
意
向

を
確
認
す
る
た
め
、農
地
法
第
32
条
の
規
定

に
基
づ
き「
意
向
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。調

査
票
が
届
い
た
方
は
、お
手
数
で
す
が
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
違
反
開
発
と
は
、主
に
土
地
の
造
成
な
ど

の
工
事
に
伴
い
周
辺
の
住
環
境
に
悪
影
響

が
生
じ
て
い
る
も
の
を
指
し
ま
す
。違
反
開

発
と
思
わ
れ
る
工
事
等
を
見
つ
け
た
ら
、豊

田
市
開
発
調
整
課（
０
５
６
５-

３
４-

６
７

４
４
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
場
所
が
特
定
で
き
な
い
場
合
、対
応
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
農
業
委
員
会
で
は
、毎
月
開
催
の
農
業
委

員
会
総
会
に
お
い
て
転
用
案
件
等
を
審
議

し
ま
す
。令
和
６
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
調

整
区
域
内
転
用
件
数
は
、第
４
条（
地
主
が

農
地
以
外
に
利
用
）が
９
件
で
、面
積
は
約

４
千
㎡
、第
５
条（
地
主
以
外
が
農
地
以
外

に
利
用
）が
１
６
０
件
で
、面
積
は
約
15
万
８

千
㎡
で
し
た
。届
出
制
の
市
街
化
区
域
内
転

用
は
、第
４
条
が
71
件
、約
６
万
９
千
㎡
、第

５
条
が
１
２
９
件
、約
７
万
５
千
㎡
で
し
た
。

ま
た
、農
地
等
を
農
地
と
し
て
売
買
や
貸
し

借
り
す
る
第
３
条
の
件
数
は
、44
件
で
、面

積
は
約
７
万
３
千
㎡
で
し
た
。そ
の
他
、生

産
緑
地
の
主
た
る
従
事
者
証
明
５
件
や
相

続
税
の
納
税
猶
予
に
関
す
る
適
格
者
証
明

願
７
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

■
同
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
農
用
地
利
用

集
積
計
画
の
決
定
は
、約
30
万
㎡
で
し
た
。内
、

中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
貸
借
は
、約
３
万

７
千
㎡
で
し
た
。

豊田市 農業委員会
会 長

農
業
委
員
会
総
会

審
議
概
要
紹
介

▲違反開発防止ポスター

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中
で
す

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
農
地
改
良
と
は
、農
地
の
生
産
力
増
強
の

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、農
地
に
従
前
の

耕
作
土
と
同
等
以
上
の
耕
作
に
適
す
る
土

を
用
い
て
、埋
立
て
、盛
土
又
は
土
壌
を
掘

削
す
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
行
為
に
は
、届
出
が
必
要
で
す
の

で
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
改
良
は
届
出
が
必
要
で
す

違
反
開
発
の
通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

非
農
地
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す

後 記

北曽木町（藤岡地区）の田園風景

■農業委員会の活動
　ひと昔前までは、農業委員会は農地の転
用委員会などと言われていました。農地転
用の許可は、農業委員が今まで通り審議し
ているのですが、本来の農業委員会の活動
は、農地を保全していくための活動にあり
ます。その活動を農地利用最適化推進委員
と農業委員が協力して行っています。農地
の利用確認、農地の相談、新規就農者への
支援など多岐にわたる農地と農家の問題解
決に対応していますので、お困りごとの際
は、お近くの農地利用最適化推進委員にご
相談ください。また、農地を確認するため
に、私有地への立ち入りをする場合があり
ます。不審者と間違われないように農業委
員会の帽子、腕章、ビブス等を着用してい
ます。

■目標地図素案を作成して
　豊田市全地域の目標地図素案（地域農業
の未来設計図）が出来あがりました。農地
利用最適化推進委員と農業委員が協力して
約1年半をかけて作り上げてきました。そ
んな中で各地域により抱えている問題点が
違うことを実感しています。将来の食の安
心を守るために保全していく農地の設計図
であるため、どのように守っていくのか地
域ごとに考えていかなければなりません。
ただ、目標地図は出来あがって終わりでは
ありません。農業委員会として目標地図の
さらなる更新を目指し活動を続けてまいり
ます。地域の協力なしでは達成できないこ
とから、皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。

ー 

農
業
者
年
金
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

ー

農業委員会会長　杉浦俊雄
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特集

地域計画（概ね10年後の地域農業の設計図）

地域計画は何のために作るのか？

地域計画は誰のために作るのか？

地域農業の将来の在り方の計画
+

農業を担う者ごとに利用する農地を示した地図
（目標地図）

☞農業を担う者とは、認定農業者等の担い手、継続的に農用地利用を
　行う多様な経営体、受託を受けて農作業を行う者を言います。

　
令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
改
正
に

よ
り
、約
２
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
豊
田
市
全
域
の『
地
域
計
画
』が
、い
よ
い

よ
令
和
７
年
３
月
末
に
完
成
し
ま
す
。そ
の
概
要
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

■『
地
域
計
画
』と
は
、農
業
者
や
地
域

住
民
の
話
合
い
に
よ
り
策
定
さ
れ
る
地

域
の
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
等
を
明
確

化
し
た
設
計
図
で
す
。農
業
者
が
急
激

に
減
少
し
、地
域
の
農
地
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

「
地
域
の
農
業
者
が
、将
来
も
農
業
経
営

し
や
す
い
環
境
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い

く
の
か
」を
地
域
の
関
係
者
が
話
合
い
で

具
体
化
し
た
も
の
で
す
。

■
豊
田
市
は
、市
内
全
域
を
14
地
区
に

分
け
た
話
合
い
の
場（
地
域
営
農
協
議

会
）ご
と
に
取
り
ま
と
め
た
地
域
計
画
を

令
和
７
年
３
月
末
に
、公
表
す
る
予
定
で

す
。

■『
目
標
地
図
』と
は
、農
地一筆
ご
と
に
、

将
来（
概
ね
10
年
後
）の
耕
作
者
を
特
定

し
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
、地
域
計
画

の
中
身
の一つ
に
な
り
ま
す
。目
標
地
図

は
耕
作
者
の
中
心
で
あ
る『
農
業
を
担
う

者
』の
経
営
効
率
が
向
上
し
て
い
け
る
よ

う
に
、農
業
を
担
う
者
は
勿
論
の
こ
と
、

農
地
所
有
者
や
地
域
の
農
業
関
係
者
等

の
意
見
を
踏
ま
え
、可
能
な
限
り
、農
地

を
集
積・集
約
化
し
た
色
分
け
を
行
い
、

作
成
す
る
の
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

■
し
か
し
な
が
ら
、地
域
に
よ
っ
て
は
、高

齢
化
や
農
業
経
営
の
状
況
の
悪
化
等
の

理
由
に
よ
り
、農
業
を
担
う
者
が
い
な
い

た
め
、目
標
地
図
に
耕
作
者
を
示
せ
な
い

農
地
が
多
数
出
て
き
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、目
標
地
図
と
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
れ
は
、現
時
点
で
の
目
標
地
図

が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
か
ら
で
す
。作
成
後

も
、地
域
で
の
話
合
い
を
重
ね
、徐
々
に

耕
作
者
を
決
め
て
、目
標
地
図
を
随
時

見
直
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。た
だ

し
、あ
く
ま
で
も
将
来
の
予
定
と
し
て
耕

作
者
を
特
定
す
る
も
の
で
、農
地
の
権
利

移
動
が
確
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
計
画
と
は
？

目
標
地
図
と
は
？

地域の農業者が主人公となる、農業者のための計画です。
市町村のための計画ではありません。

い
よ
い
よ
地
域
農
業
の
未
来
設
計
図
で
あ
る

地
域
計
画（
目
標
地
図
）が
完
成
し
ま
す

令和４年10月～ モデル地域の先行着手
地域内の担い手が明確で、目標地図素案を作成しやすい３地域（保見・足助・稲武地区の一部）をモデル地域と
し、そこで得た作成ノウハウを他地域へ横展開を図ることで、効率的に作業を進めた。

令和５年４月～ その他地区で作成開始

令和５年１月～ モデル地域以外で、合意形成しやすい地区で作成開始
実質化した人・農地プランのある地域（旭地区の押井等）、下山地区など、地域内の農業関係者が集まり、情報共
有や意見集約しやすい地域や地区が、作成作業を開始した。
☞農地利用最適化推進委員が中心となり、地域営農協議会等の話合いの場を利用し、独自の作成手順（農地所
　有者・農業を担う者への意向調査や色塗り作業等）を説明と作業の協力依頼を行った。

令和６年８月 豊田市全域の目標地図素案完成

令和５年６月 モデル地域の目標地図素案完成

令和７年３月 地域計画（目標地図含む）の公表

目標地図策定後（令和７年４月以降）はどうなるの？
■策定後は、農業を担う者を含めた農業関係者、市、農業委員会、農地中間管理機構等が一体となって、地域計
画（目標地図）の達成に向けて取り組んでいくことになります。
■令和７年４月から、利用権設定については、農地中間管理機構を通じた転貸へ一本化されるため、相貸による
利用権設定はできなくなります。ただし、現在の利用権設定期間満了までは有効です。
■農業者への各種支援制度については、地域計画（目標地図）に記載されていることが要件となる場合があり
ますので、詳しくは関係機関へお問合せください。

地域の農地を残すため、地域の農業が続いていくため、今のうちに、将来
（概ね１０年後）の耕作者を特定します。
また、その耕作者が農業経営しやすくなるように、農地の集積・集約化等、地
域一体となって取り組む内容を決めておきます。

地域計画の主な記載内容
１ 地域における農業の将来の在り方
　（地域計画の区域の状況・地域農業の現状と課題・地域における農業の将来の在り方）
２ 農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標
３ 農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためにとるべき必要な措置
　（農用地の集積及び集団化の取組、農地中間管理機構の活用方法、基盤整備事業への取
組、多様な経営体の確保・育成の取組、農業協同組合等の農業支援サービス事業体等へ
の農作業委託の取組）

４ 地域内の農業を担う者一覧
５ 農業支援サービス事業体一覧
６ 目標地図

その他地区については、作成作業を３段階に分けて進めた。
各段階終了時、地区単位で、地域営農協議会を開催し、情報提供、意見交換及び意見集約を図った。
【第１段階（～令和５年７月）】ゾーニング（目標地図を作成する区域）＋現況図の作成
【第２段階（～令和６年１月）】意向調査（担い手等・農業所有者）　☞結果の図面への反映
【第３段階（～令和６年７月）】
　◆担い手等のいる地域 農地の借受調整　☞結果の図面への反映
　◆担い手等のいない地域 地域集落等での話合いの場の設定と実施　☞結果の図面への反映

モデル地域（保見・足助・稲武地区の一部）の目標地図素案について、農業委員会総会で承認

豊田市全域（１４地区）の目標地図素案について、農業委員会総会で承認　☞豊田市へ提出

豊
田
市
の
目
標
地
図
に
つ
い
て
は
、農
業
委
員
会
が
農
地
利
用
の
現
状
、農
地
所
有
者
や
農
業
を
担
う
者
等
の
将
来
の

農
地
利
用
に
対
す
る
意
向
調
査
を
踏
ま
え
、素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。ど
う
作
成
し
て
き
た
か
、概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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特集

地域計画（概ね10年後の地域農業の設計図）

地域計画は何のために作るのか？

地域計画は誰のために作るのか？

地域農業の将来の在り方の計画
+

農業を担う者ごとに利用する農地を示した地図
（目標地図）

☞農業を担う者とは、認定農業者等の担い手、継続的に農用地利用を
　行う多様な経営体、受託を受けて農作業を行う者を言います。

　
令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
改
正
に

よ
り
、約
２
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
豊
田
市
全
域
の『
地
域
計
画
』が
、い
よ
い

よ
令
和
７
年
３
月
末
に
完
成
し
ま
す
。そ
の
概
要
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

■『
地
域
計
画
』と
は
、農
業
者
や
地
域

住
民
の
話
合
い
に
よ
り
策
定
さ
れ
る
地

域
の
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
等
を
明
確

化
し
た
設
計
図
で
す
。農
業
者
が
急
激

に
減
少
し
、地
域
の
農
地
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

「
地
域
の
農
業
者
が
、将
来
も
農
業
経
営

し
や
す
い
環
境
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い

く
の
か
」を
地
域
の
関
係
者
が
話
合
い
で

具
体
化
し
た
も
の
で
す
。

■
豊
田
市
は
、市
内
全
域
を
14
地
区
に

分
け
た
話
合
い
の
場（
地
域
営
農
協
議

会
）ご
と
に
取
り
ま
と
め
た
地
域
計
画
を

令
和
７
年
３
月
末
に
、公
表
す
る
予
定
で

す
。

■『
目
標
地
図
』と
は
、農
地一筆
ご
と
に
、

将
来（
概
ね
10
年
後
）の
耕
作
者
を
特
定

し
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
、地
域
計
画

の
中
身
の一つ
に
な
り
ま
す
。目
標
地
図

は
耕
作
者
の
中
心
で
あ
る『
農
業
を
担
う

者
』の
経
営
効
率
が
向
上
し
て
い
け
る
よ

う
に
、農
業
を
担
う
者
は
勿
論
の
こ
と
、

農
地
所
有
者
や
地
域
の
農
業
関
係
者
等

の
意
見
を
踏
ま
え
、可
能
な
限
り
、農
地

を
集
積・集
約
化
し
た
色
分
け
を
行
い
、

作
成
す
る
の
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

■
し
か
し
な
が
ら
、地
域
に
よ
っ
て
は
、高

齢
化
や
農
業
経
営
の
状
況
の
悪
化
等
の

理
由
に
よ
り
、農
業
を
担
う
者
が
い
な
い

た
め
、目
標
地
図
に
耕
作
者
を
示
せ
な
い

農
地
が
多
数
出
て
き
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、目
標
地
図
と
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
れ
は
、現
時
点
で
の
目
標
地
図

が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
か
ら
で
す
。作
成
後

も
、地
域
で
の
話
合
い
を
重
ね
、徐
々
に

耕
作
者
を
決
め
て
、目
標
地
図
を
随
時

見
直
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。た
だ

し
、あ
く
ま
で
も
将
来
の
予
定
と
し
て
耕

作
者
を
特
定
す
る
も
の
で
、農
地
の
権
利

移
動
が
確
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
計
画
と
は
？

目
標
地
図
と
は
？

地域の農業者が主人公となる、農業者のための計画です。
市町村のための計画ではありません。

い
よ
い
よ
地
域
農
業
の
未
来
設
計
図
で
あ
る

地
域
計
画（
目
標
地
図
）が
完
成
し
ま
す

令和４年10月～ モデル地域の先行着手
地域内の担い手が明確で、目標地図素案を作成しやすい３地域（保見・足助・稲武地区の一部）をモデル地域と
し、そこで得た作成ノウハウを他地域へ横展開を図ることで、効率的に作業を進めた。

令和５年４月～ その他地区で作成開始

令和５年１月～ モデル地域以外で、合意形成しやすい地区で作成開始
実質化した人・農地プランのある地域（旭地区の押井等）、下山地区など、地域内の農業関係者が集まり、情報共
有や意見集約しやすい地域や地区が、作成作業を開始した。
☞農地利用最適化推進委員が中心となり、地域営農協議会等の話合いの場を利用し、独自の作成手順（農地所
　有者・農業を担う者への意向調査や色塗り作業等）を説明と作業の協力依頼を行った。

令和６年８月 豊田市全域の目標地図素案完成

令和５年６月 モデル地域の目標地図素案完成

令和７年３月 地域計画（目標地図含む）の公表

目標地図策定後（令和７年４月以降）はどうなるの？
■策定後は、農業を担う者を含めた農業関係者、市、農業委員会、農地中間管理機構等が一体となって、地域計
画（目標地図）の達成に向けて取り組んでいくことになります。
■令和７年４月から、利用権設定については、農地中間管理機構を通じた転貸へ一本化されるため、相貸による
利用権設定はできなくなります。ただし、現在の利用権設定期間満了までは有効です。
■農業者への各種支援制度については、地域計画（目標地図）に記載されていることが要件となる場合があり
ますので、詳しくは関係機関へお問合せください。

地域の農地を残すため、地域の農業が続いていくため、今のうちに、将来
（概ね１０年後）の耕作者を特定します。
また、その耕作者が農業経営しやすくなるように、農地の集積・集約化等、地
域一体となって取り組む内容を決めておきます。

地域計画の主な記載内容
１ 地域における農業の将来の在り方
　（地域計画の区域の状況・地域農業の現状と課題・地域における農業の将来の在り方）
２ 農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標
３ 農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためにとるべき必要な措置
　（農用地の集積及び集団化の取組、農地中間管理機構の活用方法、基盤整備事業への取
組、多様な経営体の確保・育成の取組、農業協同組合等の農業支援サービス事業体等へ
の農作業委託の取組）

４ 地域内の農業を担う者一覧
５ 農業支援サービス事業体一覧
６ 目標地図

その他地区については、作成作業を３段階に分けて進めた。
各段階終了時、地区単位で、地域営農協議会を開催し、情報提供、意見交換及び意見集約を図った。
【第１段階（～令和５年７月）】ゾーニング（目標地図を作成する区域）＋現況図の作成
【第２段階（～令和６年１月）】意向調査（担い手等・農業所有者）　☞結果の図面への反映
【第３段階（～令和６年７月）】
　◆担い手等のいる地域 農地の借受調整　☞結果の図面への反映
　◆担い手等のいない地域 地域集落等での話合いの場の設定と実施　☞結果の図面への反映

モデル地域（保見・足助・稲武地区の一部）の目標地図素案について、農業委員会総会で承認

豊田市全域（１４地区）の目標地図素案について、農業委員会総会で承認　☞豊田市へ提出

豊
田
市
の
目
標
地
図
に
つ
い
て
は
、農
業
委
員
会
が
農
地
利
用
の
現
状
、農
地
所
有
者
や
農
業
を
担
う
者
等
の
将
来
の

農
地
利
用
に
対
す
る
意
向
調
査
を
踏
ま
え
、素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。ど
う
作
成
し
て
き
た
か
、概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
課
題
は
畦
畔
除
去
と
集
約
化

　高
岡
地
区
は
、水
田
作
中
心
の
土
地
利
用
型

農
業
が
展
開
さ
れ
、利
用
権
設
定
に
よ
る
規
模

拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
。左
図
の
目
標
地
図
素

案
は
、同
地
区
素
案
で
は
珍
し
く
傾
斜
の
少
な

い
地
域
で
、ほ
ぼ
担
い
手
に
集
積
が
図
ら
れ
、わ

ず
か
に
個
人
農
家
が
い
る
状
況
で
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、畦
畔
除
去
及
び
集
約
化

（
担
い
手
間
に
よ
る
耕
作
地
の
ト
レ
ー
ド
）で
す
。

畦
畔
除
去
は
、出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い

き
ま
す
が
、集
約
化
に
つ
い
て
は
、話
合
い
を
丁

寧
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
田
籾
地
域
の
目
標
地
図
素
案
も
作
成
完
了

　
保
見
地
区
は
、昭
和
40
年
代
に
施
工
さ
れ
た

猿
投
西
部
土
地
改
良
区
を
中
心
に
し
た
中
山

間
地
に
近
い
農
業
地
域
で
す
。同
地
区
の
目
標

地
図
素
案
に
つ
い
て
は
、農
業
委
員
会
で
先
行

的
に
取
組
む
地
域（
モ
デ
ル
地
域
）と
し
、令
和

５
年
度
に
は
作
成
を
終
え
、保
見
地
域
営
農
協

議
会
で
各
地
域
の
目
標
地
図
素
案
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
に
入
り
、新
た
に
田
籾
地
域
の

農
事
組
合
長
、自
治
区
長
、土
地
改
良
役
員
と
、

保
見
地
域
営
農
協
議
会
長
、農
業
委
員
、農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
中
心
に
、当
地
域
の

素
案
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
以
前
よ
り
農
業
生
産
法
人『
な
の

は
な
農
園
㈱
』が
菜
の
花
栽
培
に
取
り
組
ん
で

お
り
、一
筆
ご
と
に
現
状
及
び
今
後
の
在
り
方

を
調
査
す
る
こ
と
で
、守
る
べ
き
農
地
を
地
図

化
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
11
月
５
日
、愛
知
県
農
業
会
議
創

立
70
周
年
記
念
大
会
が
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
、大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
を
始
め
、多
数

の
来
賓
が
参
加
し
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、多
年
に
亘
り
農
業
委
員
会
組
織

の
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
と
し
て
、本
市
か

ら
、横
粂
鈞
さ
ん
、加
納一範
さ
ん
、奥
村
八
千

子
さ
ん
の
３
名
が
愛
知
県
農
業
会
議
会
長
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
農
業
会
議
は
、昭
和
29
年
９
月
10
日
の
発

足
以
来
、本
県
農
業
の
振
興
発
展
に
資
す
る
た

め
、種
々
の
活
動
を
展
開
し
、今
年
で
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

■
定
期
的
な
話
合
い
と
地
図
の
見
直
し
が
重
要

　
上
郷
地
区
は
、水
田
、茶
等
の
畑
地
及
び
果

樹
園
が
全
体
の
過
半
を
占
め
、農
地
の
90
％
以

上
が
既
に
担
い
手
へ
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
地
区
で
は
、目
標
地
図
素
案
作
成
に
取
り

組
む
に
当
た
り
、毎
月
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
等
で
構
成
す
る
会
議
を
開
催
し
、意
見

交
換
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。そ
れ
が

一番
大
変
で
あ
り
ま
し
た
。

　
貸
出
意
向
の
あ
る
農
地
に
つ
い
て
は
、「
利
用

可
能
な
農
地
で
あ
る
か
」「
担
い
手
に
集
積
可

能
な
農
地
で
あ
る
か
」を
検
討
し
、必
要
に
応

じ
て
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、担
い
手
の
借
受
意
向
を
踏
ま
え
、

目
標
地
図
素
案
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

■
形
状
や
農
道
等
整
備
不
十
分
な
農
地
が
課
題

　
豊
田
地
区
は
、特
に
、逢
妻
女
川
流
域
に
お

い
て一
団
の
優
良
農
地
が
多
く
、法
人
及
び
個

人
の
認
定
農
家
も
適
度
に
分
散
し
て
お
り
、バ

ラ
ン
ス
よ
く
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
標
地
図
素
案
は
、各
農
家
へ
の
10
年
後
の

意
向
調
査
を
基
に
、担
い
手
と
調
整
を
行
い
、

可
能
な
限
り
集
積
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
後
、後
継
者
不
足
で
貸
出
を
希
望
し
て
い

る
自
作
農
家
の
農
地
に
つ
い
て
、認
定
農
業
者

等
へ
可
能
な
限
り
集
積
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、形
状
や
農
道
等
整
備
不
十
分
な

農
地
に
つ
い
て
は
、引
続
き
検
討
が
必
要
で
す
。

　
令
和
６
年
８
月
８
日
に
宮
崎
県
で
地
震
が

発
生
し
、政
府
が
非
常
災
害
の
備
蓄
推
進
を
発

表
し
た
途
端
に
ス
ー
パ
ー
や
米
穀
店
の
店
頭

か
ら
お
米
の
在
庫
が
消
え
た
事
は
皆
さ
ん
の
記

憶
に
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
の
様
に
お
米

は
日
本
人
に
必
須
の
主
食
で
有
り
な
が
ら
、身

近
に
あ
っ
て
当
た
り
前
の
存
在
で
す
。そ
し
て

い
ざ
と
い
う
時
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

存
在
で
有
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
豊
田
市
南
部
地
域
は
自
動
車
産
業
の一大
集

約
地
で
、産
業
用
地（
生
産
や
物
流
な
ど
）の
ニ

ー
ズ
の
高
い
地
域
で
す
。既
存
の
工
場
や
物
流

ハ
ブ（
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）に
隣
接

す
る
産
業
用
地
の
候
補
地
は
、現
在
優
良
な
農

地
で
有
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
ま
た
自
動
車
産
業
な
ど
に
就
労
す
る
市
民

に
は
、快
適
な
家
庭
を
築
く
為
の
住
宅
用
地
と

し
て
の
ニ
ー
ズ
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。豊

田
市
は
第
８
次
総
合
計
画
で
南
部
の
名
鉄
三

河
線
沿
線
を
市
街
化
区
域
に
と
計
画
し
て
い

ま
す
。し
か
し
そ
の
場
所
も
ま
た
祖
先
か
ら
引

き
継
い
だ
優
良
農
地
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
就
農
者
は
未
来
に
わ
た
っ
て
食
の
安

心
安
全
を
担
保
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。目
標

地
図
は
、こ
れ
ら
農
業
と
産
業
と
住
宅
が
高
度

に
融
合
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
未
来
を
つ
く
る

強
い
意
志
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。つ
ま
り
、目

標
地
図
は
優
良
農
地
の
確
保
に
よ
り
農
業
生

産
を
担
保
し
、地
域
産
業
も
活
性
化
さ
せ
、優

良
市
街
化
と
住
み
分
け
て
い
く
未
来
予
想
図

で
す
。

（
高
岡
地
区
推
進
委
員
　
酒
井
錠
夫
　
筆
）

▲目標地図素案（高美町付近）▲推進委員定例会議

▲現地確認

▲目標地図素案（宮口町付近）

▲保見地域営農協議会

　
目
標
地
図
は
、耕
作
者
が
将
来
耕
作
で
き
な

く
な
っ
た
段
階
で
の
イ
メ
ー
ジ
を一
筆
ご
と
に

表
し
た
も
の
で
す
。

　
同
地
区
の
目
標
地
図
素
案
は
、ほ
ぼ
担
い
手

に
集
積
さ
れ
て
い
る一方
で
、担
い
手
ご
と
に
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
地
域
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、こ
れ
ま
で
地
主
と
担
い
手
と
の

縁
故
に
よ
り
、長
く
農
地
が
守
ら
れ
、今
後
も

維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
多
い
か
ら
で

す
。

　
し
か
し
、農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

は
、さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、い
つ
ま
で
こ
の
状
態
を
続
け
て
い

け
る
か
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
農
業
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、地
域
が

抱
え
て
い
る
問
題
と
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
、定
期
的
に
話
合
い
、必
要
に
応
じ
て
、目

標
地
図
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
高
岡
地
区

●
上
郷
地
区

●
保
見
地
区

●
豊
田
地
区

農
家
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

愛
知
県
農
業
会
議
創
立

70
周
年
記
念
大
会
開
催

■
営
農
を
続
け
ら
れ
な
い
方
は
相
談
を

　
高
橋
地
区
は
、早
く
か
ら
農
地
の
引
受
け
意

向
の
高
い
複
数
の
農
業
法
人
に
よ
る
営
農
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　
目
標
地
図
素
案
作
成
は
、守
る
べ
き
農
地
と

し
て
選
ん
だ
農
地（
右
図
）を
中
心
に
、複
数
の

農
業
法
人
と
検
討
し
ま
し
た
。

　
農
業
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
や
相
続
等
で
営

農
を
続
け
ら
れ
な
い
地
権
者
の
方
は
、認
定
農

業
者
や
農
業
法
人
に
担
い
手
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、営
農
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
し
ま
す
の

で
、農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲目標地図素案（平成記念橋から内環状線の付近）

●
高
橋
地
区

平
坦
部
の
目
標
地
図

ー
素
案
完
成
ま
で
の
推
進
委
員
の
活
動
と
思
い
ー

田籾地域の目標地図素案を協議しています

各色の認定農業者へ集積していきます

■農業法人を中心に営農

橙色と黄色の農地交換を進めていきます

目標地図素案について意見交換しています

推進委員で集積可能な農地か確認しています

▲愛知県農業会議会長表彰

横粂鈞さんが代表で表彰を受けました
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■
課
題
は
畦
畔
除
去
と
集
約
化

　高
岡
地
区
は
、水
田
作
中
心
の
土
地
利
用
型

農
業
が
展
開
さ
れ
、利
用
権
設
定
に
よ
る
規
模

拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
。左
図
の
目
標
地
図
素

案
は
、同
地
区
素
案
で
は
珍
し
く
傾
斜
の
少
な

い
地
域
で
、ほ
ぼ
担
い
手
に
集
積
が
図
ら
れ
、わ

ず
か
に
個
人
農
家
が
い
る
状
況
で
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、畦
畔
除
去
及
び
集
約
化

（
担
い
手
間
に
よ
る
耕
作
地
の
ト
レ
ー
ド
）で
す
。

畦
畔
除
去
は
、出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い

き
ま
す
が
、集
約
化
に
つ
い
て
は
、話
合
い
を
丁

寧
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
田
籾
地
域
の
目
標
地
図
素
案
も
作
成
完
了

　
保
見
地
区
は
、昭
和
40
年
代
に
施
工
さ
れ
た

猿
投
西
部
土
地
改
良
区
を
中
心
に
し
た
中
山

間
地
に
近
い
農
業
地
域
で
す
。同
地
区
の
目
標

地
図
素
案
に
つ
い
て
は
、農
業
委
員
会
で
先
行

的
に
取
組
む
地
域（
モ
デ
ル
地
域
）と
し
、令
和

５
年
度
に
は
作
成
を
終
え
、保
見
地
域
営
農
協

議
会
で
各
地
域
の
目
標
地
図
素
案
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
に
入
り
、新
た
に
田
籾
地
域
の

農
事
組
合
長
、自
治
区
長
、土
地
改
良
役
員
と
、

保
見
地
域
営
農
協
議
会
長
、農
業
委
員
、農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
中
心
に
、当
地
域
の

素
案
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
以
前
よ
り
農
業
生
産
法
人『
な
の

は
な
農
園
㈱
』が
菜
の
花
栽
培
に
取
り
組
ん
で

お
り
、一
筆
ご
と
に
現
状
及
び
今
後
の
在
り
方

を
調
査
す
る
こ
と
で
、守
る
べ
き
農
地
を
地
図

化
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
11
月
５
日
、愛
知
県
農
業
会
議
創

立
70
周
年
記
念
大
会
が
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
、大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
を
始
め
、多
数

の
来
賓
が
参
加
し
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、多
年
に
亘
り
農
業
委
員
会
組
織

の
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
と
し
て
、本
市
か

ら
、横
粂
鈞
さ
ん
、加
納一範
さ
ん
、奥
村
八
千

子
さ
ん
の
３
名
が
愛
知
県
農
業
会
議
会
長
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
農
業
会
議
は
、昭
和
29
年
９
月
10
日
の
発

足
以
来
、本
県
農
業
の
振
興
発
展
に
資
す
る
た

め
、種
々
の
活
動
を
展
開
し
、今
年
で
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

■
定
期
的
な
話
合
い
と
地
図
の
見
直
し
が
重
要

　
上
郷
地
区
は
、水
田
、茶
等
の
畑
地
及
び
果

樹
園
が
全
体
の
過
半
を
占
め
、農
地
の
90
％
以

上
が
既
に
担
い
手
へ
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
地
区
で
は
、目
標
地
図
素
案
作
成
に
取
り

組
む
に
当
た
り
、毎
月
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
等
で
構
成
す
る
会
議
を
開
催
し
、意
見

交
換
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。そ
れ
が

一番
大
変
で
あ
り
ま
し
た
。

　
貸
出
意
向
の
あ
る
農
地
に
つ
い
て
は
、「
利
用

可
能
な
農
地
で
あ
る
か
」「
担
い
手
に
集
積
可

能
な
農
地
で
あ
る
か
」を
検
討
し
、必
要
に
応

じ
て
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、担
い
手
の
借
受
意
向
を
踏
ま
え
、

目
標
地
図
素
案
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

■
形
状
や
農
道
等
整
備
不
十
分
な
農
地
が
課
題

　
豊
田
地
区
は
、特
に
、逢
妻
女
川
流
域
に
お

い
て一
団
の
優
良
農
地
が
多
く
、法
人
及
び
個

人
の
認
定
農
家
も
適
度
に
分
散
し
て
お
り
、バ

ラ
ン
ス
よ
く
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
標
地
図
素
案
は
、各
農
家
へ
の
10
年
後
の

意
向
調
査
を
基
に
、担
い
手
と
調
整
を
行
い
、

可
能
な
限
り
集
積
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
後
、後
継
者
不
足
で
貸
出
を
希
望
し
て
い

る
自
作
農
家
の
農
地
に
つ
い
て
、認
定
農
業
者

等
へ
可
能
な
限
り
集
積
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、形
状
や
農
道
等
整
備
不
十
分
な

農
地
に
つ
い
て
は
、引
続
き
検
討
が
必
要
で
す
。

　
令
和
６
年
８
月
８
日
に
宮
崎
県
で
地
震
が

発
生
し
、政
府
が
非
常
災
害
の
備
蓄
推
進
を
発

表
し
た
途
端
に
ス
ー
パ
ー
や
米
穀
店
の
店
頭

か
ら
お
米
の
在
庫
が
消
え
た
事
は
皆
さ
ん
の
記

憶
に
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
の
様
に
お
米

は
日
本
人
に
必
須
の
主
食
で
有
り
な
が
ら
、身

近
に
あ
っ
て
当
た
り
前
の
存
在
で
す
。そ
し
て

い
ざ
と
い
う
時
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

存
在
で
有
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
豊
田
市
南
部
地
域
は
自
動
車
産
業
の一大
集

約
地
で
、産
業
用
地（
生
産
や
物
流
な
ど
）の
ニ

ー
ズ
の
高
い
地
域
で
す
。既
存
の
工
場
や
物
流

ハ
ブ（
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）に
隣
接

す
る
産
業
用
地
の
候
補
地
は
、現
在
優
良
な
農

地
で
有
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
ま
た
自
動
車
産
業
な
ど
に
就
労
す
る
市
民

に
は
、快
適
な
家
庭
を
築
く
為
の
住
宅
用
地
と

し
て
の
ニ
ー
ズ
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。豊

田
市
は
第
８
次
総
合
計
画
で
南
部
の
名
鉄
三

河
線
沿
線
を
市
街
化
区
域
に
と
計
画
し
て
い

ま
す
。し
か
し
そ
の
場
所
も
ま
た
祖
先
か
ら
引

き
継
い
だ
優
良
農
地
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
就
農
者
は
未
来
に
わ
た
っ
て
食
の
安

心
安
全
を
担
保
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。目
標

地
図
は
、こ
れ
ら
農
業
と
産
業
と
住
宅
が
高
度

に
融
合
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
未
来
を
つ
く
る

強
い
意
志
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。つ
ま
り
、目

標
地
図
は
優
良
農
地
の
確
保
に
よ
り
農
業
生

産
を
担
保
し
、地
域
産
業
も
活
性
化
さ
せ
、優

良
市
街
化
と
住
み
分
け
て
い
く
未
来
予
想
図

で
す
。

（
高
岡
地
区
推
進
委
員
　
酒
井
錠
夫
　
筆
）

▲目標地図素案（高美町付近）▲推進委員定例会議

▲現地確認

▲目標地図素案（宮口町付近）

▲保見地域営農協議会

　
目
標
地
図
は
、耕
作
者
が
将
来
耕
作
で
き
な

く
な
っ
た
段
階
で
の
イ
メ
ー
ジ
を一
筆
ご
と
に

表
し
た
も
の
で
す
。

　
同
地
区
の
目
標
地
図
素
案
は
、ほ
ぼ
担
い
手

に
集
積
さ
れ
て
い
る一方
で
、担
い
手
ご
と
に
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
地
域
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、こ
れ
ま
で
地
主
と
担
い
手
と
の

縁
故
に
よ
り
、長
く
農
地
が
守
ら
れ
、今
後
も

維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
多
い
か
ら
で

す
。

　
し
か
し
、農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

は
、さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、い
つ
ま
で
こ
の
状
態
を
続
け
て
い

け
る
か
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
農
業
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、地
域
が

抱
え
て
い
る
問
題
と
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
、定
期
的
に
話
合
い
、必
要
に
応
じ
て
、目

標
地
図
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
高
岡
地
区

●
上
郷
地
区

●
保
見
地
区

●
豊
田
地
区

農
家
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

愛
知
県
農
業
会
議
創
立

70
周
年
記
念
大
会
開
催

■
営
農
を
続
け
ら
れ
な
い
方
は
相
談
を

　
高
橋
地
区
は
、早
く
か
ら
農
地
の
引
受
け
意

向
の
高
い
複
数
の
農
業
法
人
に
よ
る
営
農
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　
目
標
地
図
素
案
作
成
は
、守
る
べ
き
農
地
と

し
て
選
ん
だ
農
地（
右
図
）を
中
心
に
、複
数
の

農
業
法
人
と
検
討
し
ま
し
た
。

　
農
業
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
や
相
続
等
で
営

農
を
続
け
ら
れ
な
い
地
権
者
の
方
は
、認
定
農

業
者
や
農
業
法
人
に
担
い
手
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、営
農
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
し
ま
す
の

で
、農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲目標地図素案（平成記念橋から内環状線の付近）

●
高
橋
地
区

平
坦
部
の
目
標
地
図

ー
素
案
完
成
ま
で
の
推
進
委
員
の
活
動
と
思
い
ー

田籾地域の目標地図素案を協議しています

各色の認定農業者へ集積していきます

■農業法人を中心に営農

橙色と黄色の農地交換を進めていきます

目標地図素案について意見交換しています

推進委員で集積可能な農地か確認しています

▲愛知県農業会議会長表彰

横粂鈞さんが代表で表彰を受けました

ー 5 ー ー 4 ー



■
加
塩
町
が
モ
デ
ル
的
取
組
み
〜
地
域
計
画

　を
絵
に
描
い
た
餅
に
し
な
い
〜

　
旭
地
区
は
営
農
組
合
な
ど
担
い
手
が
多
く
、

山
間
部
の
他
の
地
区
と
比
較
す
る
と
集
積
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　
敷
島
自
治
区
は
、（※

）農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
取
り

組
み
の
中
で
、地
域
計
画
実
現
化
戦
略
を
策
定

し
て
い
ま
す
。加
塩
町
は
、モ
デ
ル
集
落
の一つ
と

し
て
、地
域
の
農
地
に
関
す
る
役
員
が
集
ま
り
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
、目
標
地
図
素
案
を
作
成

し
ま
し
た
。最
初
に
、農
地
所
有
者
を
戸
別
に
訪

問
し
、地
主
さ
ん
か
ら
直
接
聞
き
取
り
を
し
た

■
稲
が
広
が
る
景
観
を
守
り
た
い
。

　担
い
手
の
確
保
が
重
要
！

　
藤
岡
地
区
は
、南
部
の
水
稲
で
、担
い
手
に

よ
る
集
積
が
進
み
、北
部
は
水
稲
の
自
作
が
中

心
で
担
い
手
へ
の
集
積
が
進
ん
で
お
ら
ず
、南

部
と
北
部
で
状
況
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
北
部
に
位
置
す
る
北
曽
木
町
は
、小
規
模
な

　
山
間
部
で
は
、畦
畔
の
草
刈・水
利
の
維
持

管
理
等
に
大
変
な
労
力
や
経
費
が
か
か
り
、若

い
世
代
が
農
業
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
田
起
し・代
掻
き・田
植
え・稲
刈
り
な
ど
は

認
定
農
家
、農
協
、農
機
具
所
有
者
さ
ん
等
に

委
託
で
き
ま
す
が
、委
託
金
額
も
高
額
な
費
用

が
掛
か
り
ま
す
。ま
た
、他
の
管
理（
日
々
の
管

理
）は
耕
作
者
さ
ん
に
な
り
ま
す
。

　
全
て
を
委
託
で
き
る
農
家
さ
ん
が
い
な
い
状

況
の
地
域
に
関
し
て
は
、難
易
度
の
低
い
農
地

の
選
定
を
地
元
の
組
合
長
さ
ん
と
話
し
合
い

農
地
の
減
少
化
を
防
ぐ
地
図
作
り（
守
り
た
い

農
地
の
見
え
る
化
）を
目
指
し
今
後
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、農
事
組
合
員
様
の
ご
意
見・ご
要
望

等
の
声
を
吸
い
上
げ
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご

協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
藤
岡
地
区
推
進
委
員　
田
中
秀
敏  

筆
）

　
中
山
間
地
域
の
農
地
は
、耕
作
者
が
高
齢
で

あ
る
こ
と
や
、所
有
者
が
他
地
域
に
出
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、維
持
管
理
に
大
変
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。今
は
頑
張
っ

て
農
地
を
耕
作
し
て
い
て
も
10
年
後
を
不
安
に

感
じ
て
い
る
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、担
い
手

の
育
成
や
農
地
集
積
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、地
域
営
農
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
目
標
地
図
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。こ
こ
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
下
山
地
区
推
進
委
員　
小
木
曽
誠  

筆
）

　
令
和
６
年
２
月
27
日
、長
野
県
生
坂
村
長
及

び
農
業
委
員
会
長
始
め
19
名
の
皆
様
が
、農
地

の
集
約
化
等
に
向
け
た
取
組
を
加
速
化
さ
せ

る
た
め
、地
域
に
あ
っ
た
農
地
の
保
全
や
体
制

づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
、視
察
に
来
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、令
和
６
年
７
月
２
日
に
は
東
京
都
瑞

穂
町
議
長
始
め
総
務
産
業
建
設
委
員
会
10
名

の
皆
様
が
、地
域
計
画
を
研
修
テ
ー
マ
と
し
て
、

視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
目
標
地
図
の
進
捗

状
況
や
苦
労
し
た
点
等
に
つ
い
て
説
明
及
び
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

■
五
反
田
集
落
営
農
の
設
立
で
農
地
の
集
積

　を
進
め
る

　
足
助
地
区
は
、水
稲
の
自
作
農
家
が
中
心
で

農
業
者
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
状
況
で
す
。

藤
岡
地
区
の
白
川
町
の
目
標
地
図
素
案
と
同

様
に
緑（
自
作
）と
白（
担
い
手
調
整
中
）で
着
色

さ
れ
、担
い
手
へ
の
集
積
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
で
も
五
反
田
集
落
の
水
田
は
、他
地

域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
幅
な
減
少
は
見
ら
れ

ず
、最
近
10
年
間
で
は
8.4
ha（
17
％
）の
減
少
で

し
た
。こ
の
緩
や
か
な
減
少
の
大
き
な
原
因
は
、

大
半
を
占
め
る
60
歳
以
上
の
担
い
手
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
し
か
し
、担
い
手
の
高
齢
化
は
確
実
に
進
み

こ
こ
数
年
で
は
、耕
作
放
棄
の
意
向
を
持
つ
者

が
出
始
め
、ま
だ
先
の
話
と
思
っ
て
い
た
農
地

の
保
全
対
策
を
各
自
が
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。平
成
30
年
か
ら
翌
年
度
に
か

け
て
水
田
を
対
象
に
実
施
し
た
有
害
鳥
獣
対

策（
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置
）を
き
っ
か
け
に
、集
落
営

農
組
織
の
設
立
が
話
題
に
上
が
る
よ
う
に
な

り
、令
和
４
年
度
に
検
討
委
員
会
、令
和
５
年

度
に
は
準
備
委
員
会
に
移
行
し
、令
和
６
年
度

　
組
合
員　
14
人

　
受
託
農
地　
2.68
ha

　
所
有
機
械　
田
植
機
２
台

　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
３
台

　
　
　
　
　
　
コ
ン
バ
イ
ン
３
台（
無
償
提
供
）

５
年
後
の
地
図
と
１０
年
後
の
地
図
の
２
種
類
を

作
成
し
ま
し
た
。そ
れ
を
元
に
、よ
り
現
実
味

の
あ
る
目
標
地
図
素
案
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
地
図
か
ら
、１０
年
後
に
は
貸

し
た
い
け
れ
ど
借
り
手
の
見
つ
か
ら
な
い
農
地

を
、ど
う
扱
っ
て
い
く
の
か
検
討
を
始
め
ま
し

た
。地
域
計
画
の
実
行
組
織
と
し
て
加
塩
農
業

振
興
組
合
を
中
心
に
管
理
で
き
な
い
か
、栽
培

し
た
米
を
、「
し
き
し
ま
の
家・自
給
家
族
」に
提

供
で
き
な
い
か
、な
ど
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、粗
放
的
な
利
用
を
行
う
農
地
を
２

か
所
選
び
、最
適
土
地
利
用
総
合
対
策
交
付
金

を
申
請
中
で
す
。１
か
所
は
梅
園
、も
う
１
か

所
は
貸
し
農
園
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、加
塩
町
内
に
は
、古
民
家
を
拠
点
に

農
業
参
入
し
て
い
る
㈱
ワ
イ
ズ
が
あ
り
、集
落

の
話
し
合
い
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

㈱
ワ
イ
ズ
が
生
産
す
る
青
唐
辛
子
の
特
産
化

に
よ
る
農
地
保
全
も
計
画
中
で
す
。

農
地
を
少
人
数
で
耕
作
し
て
い
ま
す
。畦
畔
の

面
積
比
が
と
て
も
高
く
維
持
管
理
が
大
変
で

す
が
、中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
早
く

か
ら
導
入
し
、耕
作
者
さ
ん
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
良
く
、畦
畔
の
草
刈
り

等
の
管
理
が
常
に
行
わ
れ
、県
道
沿
い
に
水
田

が
広
が
り
車
で
通
る
際
、と
て
も
素
晴
ら
し
い

景
観
が
目
に
入
り
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
北
に
位
置
す
る
白
川
町・西
市
野
々

町
は
、畦
畔
の
面
積
が
最
も
広
く
、さ
ら
に
少

子
高
齢
化
で
担
い
手
減
少
傾
向
が
高
い
地
域

で
す
。目
標
地
図
素
案
で
わ
か
る
よ
う
に
緑

（
自
作
）と
白（
担
い
手
調
整
中
）で
着
色
さ
れ
て

い
る
た
め
、担
い
手
が
い
な
い
地
域
で
す
。

　
地
域
の
現
状
か
ら
、こ
の
ま
ま
で
は
白一色
に

な
る
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、所
有
者
さ
ん
の
意

向
を
再
確
認
し
、担
い
手
に
集
積
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

●
旭
地
区

●
足
助
地
区

●
藤
岡
地
区

▲目標地図素案（加塩町の一部）

▲準備委員会代表 安藤賢治さん ▲加塩町ドローン撮影▲準備委員会

▲北曽木町の景観

▲目標地図素案（白川町付近）▲視察対応（東京都瑞穂町）

農
家
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
計
画「
目
標
地
図
」素
案

作
成
に
関
す
る
行
政
視
察
対
応

五
反
田
集
落
営
農
設
立
概
要

（※

）農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
は

 

農
村
型
地
域
運
営
組
織
と
し
て
、複
数
の
集

落
の
機
能
を
補
完
し
て
、農
用
地
保
全
活
動

や
農
業
を
核
と
し
た
経
済
活
動
と
併
せ
て
、

生
活
支
援
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
資
す

る
取
組
を
行
う
組
織

山
間
部
の
目
標
地
図

ー
素
案
完
成
ま
で
の
推
進
委
員
の
活
動
と
思
い
ー

中
の
設
立
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
組
織
が
新
た
な
担
い
手
と
な
り
農
地
の
集

積
が
進
む
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
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■
加
塩
町
が
モ
デ
ル
的
取
組
み
〜
地
域
計
画

　を
絵
に
描
い
た
餅
に
し
な
い
〜

　
旭
地
区
は
営
農
組
合
な
ど
担
い
手
が
多
く
、

山
間
部
の
他
の
地
区
と
比
較
す
る
と
集
積
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　
敷
島
自
治
区
は
、（※

）農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
取
り

組
み
の
中
で
、地
域
計
画
実
現
化
戦
略
を
策
定

し
て
い
ま
す
。加
塩
町
は
、モ
デ
ル
集
落
の一つ
と

し
て
、地
域
の
農
地
に
関
す
る
役
員
が
集
ま
り
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
、目
標
地
図
素
案
を
作
成

し
ま
し
た
。最
初
に
、農
地
所
有
者
を
戸
別
に
訪

問
し
、地
主
さ
ん
か
ら
直
接
聞
き
取
り
を
し
た

■
稲
が
広
が
る
景
観
を
守
り
た
い
。

　担
い
手
の
確
保
が
重
要
！

　
藤
岡
地
区
は
、南
部
の
水
稲
で
、担
い
手
に

よ
る
集
積
が
進
み
、北
部
は
水
稲
の
自
作
が
中

心
で
担
い
手
へ
の
集
積
が
進
ん
で
お
ら
ず
、南

部
と
北
部
で
状
況
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
北
部
に
位
置
す
る
北
曽
木
町
は
、小
規
模
な

　
山
間
部
で
は
、畦
畔
の
草
刈・水
利
の
維
持

管
理
等
に
大
変
な
労
力
や
経
費
が
か
か
り
、若

い
世
代
が
農
業
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
田
起
し・代
掻
き・田
植
え・稲
刈
り
な
ど
は

認
定
農
家
、農
協
、農
機
具
所
有
者
さ
ん
等
に

委
託
で
き
ま
す
が
、委
託
金
額
も
高
額
な
費
用

が
掛
か
り
ま
す
。ま
た
、他
の
管
理（
日
々
の
管

理
）は
耕
作
者
さ
ん
に
な
り
ま
す
。

　
全
て
を
委
託
で
き
る
農
家
さ
ん
が
い
な
い
状

況
の
地
域
に
関
し
て
は
、難
易
度
の
低
い
農
地

の
選
定
を
地
元
の
組
合
長
さ
ん
と
話
し
合
い

農
地
の
減
少
化
を
防
ぐ
地
図
作
り（
守
り
た
い

農
地
の
見
え
る
化
）を
目
指
し
今
後
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、農
事
組
合
員
様
の
ご
意
見・ご
要
望

等
の
声
を
吸
い
上
げ
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご

協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
藤
岡
地
区
推
進
委
員　
田
中
秀
敏  

筆
）

　
中
山
間
地
域
の
農
地
は
、耕
作
者
が
高
齢
で

あ
る
こ
と
や
、所
有
者
が
他
地
域
に
出
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、維
持
管
理
に
大
変
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。今
は
頑
張
っ

て
農
地
を
耕
作
し
て
い
て
も
10
年
後
を
不
安
に

感
じ
て
い
る
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、担
い
手

の
育
成
や
農
地
集
積
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、地
域
営
農
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
目
標
地
図
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。こ
こ
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
下
山
地
区
推
進
委
員　
小
木
曽
誠  

筆
）

　
令
和
６
年
２
月
27
日
、長
野
県
生
坂
村
長
及

び
農
業
委
員
会
長
始
め
19
名
の
皆
様
が
、農
地

の
集
約
化
等
に
向
け
た
取
組
を
加
速
化
さ
せ

る
た
め
、地
域
に
あ
っ
た
農
地
の
保
全
や
体
制

づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
、視
察
に
来
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、令
和
６
年
７
月
２
日
に
は
東
京
都
瑞

穂
町
議
長
始
め
総
務
産
業
建
設
委
員
会
10
名

の
皆
様
が
、地
域
計
画
を
研
修
テ
ー
マ
と
し
て
、

視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
目
標
地
図
の
進
捗

状
況
や
苦
労
し
た
点
等
に
つ
い
て
説
明
及
び
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

■
五
反
田
集
落
営
農
の
設
立
で
農
地
の
集
積

　を
進
め
る

　
足
助
地
区
は
、水
稲
の
自
作
農
家
が
中
心
で

農
業
者
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
状
況
で
す
。

藤
岡
地
区
の
白
川
町
の
目
標
地
図
素
案
と
同

様
に
緑（
自
作
）と
白（
担
い
手
調
整
中
）で
着
色

さ
れ
、担
い
手
へ
の
集
積
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
で
も
五
反
田
集
落
の
水
田
は
、他
地

域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
幅
な
減
少
は
見
ら
れ

ず
、最
近
10
年
間
で
は
8.4
ha（
17
％
）の
減
少
で

し
た
。こ
の
緩
や
か
な
減
少
の
大
き
な
原
因
は
、

大
半
を
占
め
る
60
歳
以
上
の
担
い
手
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
し
か
し
、担
い
手
の
高
齢
化
は
確
実
に
進
み

こ
こ
数
年
で
は
、耕
作
放
棄
の
意
向
を
持
つ
者

が
出
始
め
、ま
だ
先
の
話
と
思
っ
て
い
た
農
地

の
保
全
対
策
を
各
自
が
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。平
成
30
年
か
ら
翌
年
度
に
か

け
て
水
田
を
対
象
に
実
施
し
た
有
害
鳥
獣
対

策（
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置
）を
き
っ
か
け
に
、集
落
営

農
組
織
の
設
立
が
話
題
に
上
が
る
よ
う
に
な

り
、令
和
４
年
度
に
検
討
委
員
会
、令
和
５
年

度
に
は
準
備
委
員
会
に
移
行
し
、令
和
６
年
度

　
組
合
員　
14
人

　
受
託
農
地　
2.68
ha

　
所
有
機
械　
田
植
機
２
台

　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
３
台

　
　
　
　
　
　
コ
ン
バ
イ
ン
３
台（
無
償
提
供
）

５
年
後
の
地
図
と
１０
年
後
の
地
図
の
２
種
類
を

作
成
し
ま
し
た
。そ
れ
を
元
に
、よ
り
現
実
味

の
あ
る
目
標
地
図
素
案
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
地
図
か
ら
、１０
年
後
に
は
貸

し
た
い
け
れ
ど
借
り
手
の
見
つ
か
ら
な
い
農
地

を
、ど
う
扱
っ
て
い
く
の
か
検
討
を
始
め
ま
し

た
。地
域
計
画
の
実
行
組
織
と
し
て
加
塩
農
業

振
興
組
合
を
中
心
に
管
理
で
き
な
い
か
、栽
培

し
た
米
を
、「
し
き
し
ま
の
家・自
給
家
族
」に
提

供
で
き
な
い
か
、な
ど
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、粗
放
的
な
利
用
を
行
う
農
地
を
２

か
所
選
び
、最
適
土
地
利
用
総
合
対
策
交
付
金

を
申
請
中
で
す
。１
か
所
は
梅
園
、も
う
１
か

所
は
貸
し
農
園
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、加
塩
町
内
に
は
、古
民
家
を
拠
点
に

農
業
参
入
し
て
い
る
㈱
ワ
イ
ズ
が
あ
り
、集
落

の
話
し
合
い
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

㈱
ワ
イ
ズ
が
生
産
す
る
青
唐
辛
子
の
特
産
化

に
よ
る
農
地
保
全
も
計
画
中
で
す
。

農
地
を
少
人
数
で
耕
作
し
て
い
ま
す
。畦
畔
の

面
積
比
が
と
て
も
高
く
維
持
管
理
が
大
変
で

す
が
、中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
早
く

か
ら
導
入
し
、耕
作
者
さ
ん
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
良
く
、畦
畔
の
草
刈
り

等
の
管
理
が
常
に
行
わ
れ
、県
道
沿
い
に
水
田

が
広
が
り
車
で
通
る
際
、と
て
も
素
晴
ら
し
い

景
観
が
目
に
入
り
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
北
に
位
置
す
る
白
川
町・西
市
野
々

町
は
、畦
畔
の
面
積
が
最
も
広
く
、さ
ら
に
少

子
高
齢
化
で
担
い
手
減
少
傾
向
が
高
い
地
域

で
す
。目
標
地
図
素
案
で
わ
か
る
よ
う
に
緑

（
自
作
）と
白（
担
い
手
調
整
中
）で
着
色
さ
れ
て

い
る
た
め
、担
い
手
が
い
な
い
地
域
で
す
。

　
地
域
の
現
状
か
ら
、こ
の
ま
ま
で
は
白一色
に

な
る
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、所
有
者
さ
ん
の
意

向
を
再
確
認
し
、担
い
手
に
集
積
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

●
旭
地
区

●
足
助
地
区

●
藤
岡
地
区

▲目標地図素案（加塩町の一部）

▲準備委員会代表 安藤賢治さん ▲加塩町ドローン撮影▲準備委員会

▲北曽木町の景観

▲目標地図素案（白川町付近）▲視察対応（東京都瑞穂町）

農
家
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
計
画「
目
標
地
図
」素
案

作
成
に
関
す
る
行
政
視
察
対
応

五
反
田
集
落
営
農
設
立
概
要

（※

）農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
は

 

農
村
型
地
域
運
営
組
織
と
し
て
、複
数
の
集

落
の
機
能
を
補
完
し
て
、農
用
地
保
全
活
動

や
農
業
を
核
と
し
た
経
済
活
動
と
併
せ
て
、

生
活
支
援
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
資
す

る
取
組
を
行
う
組
織

山
間
部
の
目
標
地
図

ー
素
案
完
成
ま
で
の
推
進
委
員
の
活
動
と
思
い
ー

中
の
設
立
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
組
織
が
新
た
な
担
い
手
と
な
り
農
地
の
集

積
が
進
む
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

ー 7 ー ー 6 ー
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推
進
委
員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や

再
生
困
難
農
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
回
り
、農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や

戸
別
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
現
地
調
査
の
結
果
、森
林
化
等
が
進
み

再
生
困
難
と
判
断
さ
れ
た
農
地
に
は「
非
農

地
通
知
」を
発
送
し
て
い
ま
す
。通
知
を
受

け
取
ら
れ
た
方
は
、名
古
屋
法
務
局
豊
田
支

局
で
地
目
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
現
地
調
査
の
結
果
、遊
休
農
地
と
判
断

さ
れ
た
農
地
所
有
者
の
方
に
、利
用
の
意
向

を
確
認
す
る
た
め
、農
地
法
第
32
条
の
規
定

に
基
づ
き「
意
向
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。調

査
票
が
届
い
た
方
は
、お
手
数
で
す
が
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
違
反
開
発
と
は
、主
に
土
地
の
造
成
な
ど

の
工
事
に
伴
い
周
辺
の
住
環
境
に
悪
影
響

が
生
じ
て
い
る
も
の
を
指
し
ま
す
。違
反
開

発
と
思
わ
れ
る
工
事
等
を
見
つ
け
た
ら
、豊

田
市
開
発
調
整
課（
０
５
６
５-

３
４-

６
７

４
４
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
場
所
が
特
定
で
き
な
い
場
合
、対
応
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
農
業
委
員
会
で
は
、毎
月
開
催
の
農
業
委

員
会
総
会
に
お
い
て
転
用
案
件
等
を
審
議

し
ま
す
。令
和
６
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
調

整
区
域
内
転
用
件
数
は
、第
４
条（
地
主
が

農
地
以
外
に
利
用
）が
９
件
で
、面
積
は
約

４
千
㎡
、第
５
条（
地
主
以
外
が
農
地
以
外

に
利
用
）が
１
６
０
件
で
、面
積
は
約
15
万
８

千
㎡
で
し
た
。届
出
制
の
市
街
化
区
域
内
転

用
は
、第
４
条
が
71
件
、約
６
万
９
千
㎡
、第

５
条
が
１
２
９
件
、約
７
万
５
千
㎡
で
し
た
。

ま
た
、農
地
等
を
農
地
と
し
て
売
買
や
貸
し

借
り
す
る
第
３
条
の
件
数
は
、44
件
で
、面

積
は
約
７
万
３
千
㎡
で
し
た
。そ
の
他
、生

産
緑
地
の
主
た
る
従
事
者
証
明
５
件
や
相

続
税
の
納
税
猶
予
に
関
す
る
適
格
者
証
明

願
７
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

■
同
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
農
用
地
利
用

集
積
計
画
の
決
定
は
、約
30
万
㎡
で
し
た
。内
、

中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
貸
借
は
、約
３
万

７
千
㎡
で
し
た
。

豊田市 農業委員会
会 長

農
業
委
員
会
総
会

審
議
概
要
紹
介

▲違反開発防止ポスター

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中
で
す

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
農
地
改
良
と
は
、農
地
の
生
産
力
増
強
の

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、農
地
に
従
前
の

耕
作
土
と
同
等
以
上
の
耕
作
に
適
す
る
土

を
用
い
て
、埋
立
て
、盛
土
又
は
土
壌
を
掘

削
す
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
行
為
に
は
、届
出
が
必
要
で
す
の

で
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
改
良
は
届
出
が
必
要
で
す

違
反
開
発
の
通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

非
農
地
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す

後 記

北曽木町（藤岡地区）の田園風景

■農業委員会の活動
　ひと昔前までは、農業委員会は農地の転
用委員会などと言われていました。農地転
用の許可は、農業委員が今まで通り審議し
ているのですが、本来の農業委員会の活動
は、農地を保全していくための活動にあり
ます。その活動を農地利用最適化推進委員
と農業委員が協力して行っています。農地
の利用確認、農地の相談、新規就農者への
支援など多岐にわたる農地と農家の問題解
決に対応していますので、お困りごとの際
は、お近くの農地利用最適化推進委員にご
相談ください。また、農地を確認するため
に、私有地への立ち入りをする場合があり
ます。不審者と間違われないように農業委
員会の帽子、腕章、ビブス等を着用してい
ます。

■目標地図素案を作成して
　豊田市全地域の目標地図素案（地域農業
の未来設計図）が出来あがりました。農地
利用最適化推進委員と農業委員が協力して
約1年半をかけて作り上げてきました。そ
んな中で各地域により抱えている問題点が
違うことを実感しています。将来の食の安
心を守るために保全していく農地の設計図
であるため、どのように守っていくのか地
域ごとに考えていかなければなりません。
ただ、目標地図は出来あがって終わりでは
ありません。農業委員会として目標地図の
さらなる更新を目指し活動を続けてまいり
ます。地域の協力なしでは達成できないこ
とから、皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。

ー 

農
業
者
年
金
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

ー

農業委員会会長　杉浦俊雄
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推
進
委
員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や

再
生
困
難
農
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
回
り
、農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や

戸
別
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
現
地
調
査
の
結
果
、森
林
化
等
が
進
み

再
生
困
難
と
判
断
さ
れ
た
農
地
に
は「
非
農

地
通
知
」を
発
送
し
て
い
ま
す
。通
知
を
受

け
取
ら
れ
た
方
は
、名
古
屋
法
務
局
豊
田
支

局
で
地
目
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
現
地
調
査
の
結
果
、遊
休
農
地
と
判
断

さ
れ
た
農
地
所
有
者
の
方
に
、利
用
の
意
向

を
確
認
す
る
た
め
、農
地
法
第
32
条
の
規
定

に
基
づ
き「
意
向
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。調

査
票
が
届
い
た
方
は
、お
手
数
で
す
が
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
違
反
開
発
と
は
、主
に
土
地
の
造
成
な
ど

の
工
事
に
伴
い
周
辺
の
住
環
境
に
悪
影
響

が
生
じ
て
い
る
も
の
を
指
し
ま
す
。違
反
開

発
と
思
わ
れ
る
工
事
等
を
見
つ
け
た
ら
、豊

田
市
開
発
調
整
課（
０
５
６
５-

３
４-

６
７

４
４
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
場
所
が
特
定
で
き
な
い
場
合
、対
応
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
農
業
委
員
会
で
は
、毎
月
開
催
の
農
業
委

員
会
総
会
に
お
い
て
転
用
案
件
等
を
審
議

し
ま
す
。令
和
６
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
調

整
区
域
内
転
用
件
数
は
、第
４
条（
地
主
が

農
地
以
外
に
利
用
）が
９
件
で
、面
積
は
約

４
千
㎡
、第
５
条（
地
主
以
外
が
農
地
以
外

に
利
用
）が
１
６
０
件
で
、面
積
は
約
15
万
８

千
㎡
で
し
た
。届
出
制
の
市
街
化
区
域
内
転

用
は
、第
４
条
が
71
件
、約
６
万
９
千
㎡
、第

５
条
が
１
２
９
件
、約
７
万
５
千
㎡
で
し
た
。

ま
た
、農
地
等
を
農
地
と
し
て
売
買
や
貸
し

借
り
す
る
第
３
条
の
件
数
は
、44
件
で
、面

積
は
約
７
万
３
千
㎡
で
し
た
。そ
の
他
、生

産
緑
地
の
主
た
る
従
事
者
証
明
５
件
や
相

続
税
の
納
税
猶
予
に
関
す
る
適
格
者
証
明

願
７
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

■
同
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
農
用
地
利
用

集
積
計
画
の
決
定
は
、約
30
万
㎡
で
し
た
。内
、

中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
貸
借
は
、約
３
万

７
千
㎡
で
し
た
。

豊田市 農業委員会
会 長

農
業
委
員
会
総
会

審
議
概
要
紹
介

▲違反開発防止ポスター

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中
で
す

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
農
地
改
良
と
は
、農
地
の
生
産
力
増
強
の

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、農
地
に
従
前
の

耕
作
土
と
同
等
以
上
の
耕
作
に
適
す
る
土

を
用
い
て
、埋
立
て
、盛
土
又
は
土
壌
を
掘

削
す
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
行
為
に
は
、届
出
が
必
要
で
す
の

で
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
改
良
は
届
出
が
必
要
で
す

違
反
開
発
の
通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

非
農
地
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す

後 記

北曽木町（藤岡地区）の田園風景

■農業委員会の活動
　ひと昔前までは、農業委員会は農地の転
用委員会などと言われていました。農地転
用の許可は、農業委員が今まで通り審議し
ているのですが、本来の農業委員会の活動
は、農地を保全していくための活動にあり
ます。その活動を農地利用最適化推進委員
と農業委員が協力して行っています。農地
の利用確認、農地の相談、新規就農者への
支援など多岐にわたる農地と農家の問題解
決に対応していますので、お困りごとの際
は、お近くの農地利用最適化推進委員にご
相談ください。また、農地を確認するため
に、私有地への立ち入りをする場合があり
ます。不審者と間違われないように農業委
員会の帽子、腕章、ビブス等を着用してい
ます。

■目標地図素案を作成して
　豊田市全地域の目標地図素案（地域農業
の未来設計図）が出来あがりました。農地
利用最適化推進委員と農業委員が協力して
約1年半をかけて作り上げてきました。そ
んな中で各地域により抱えている問題点が
違うことを実感しています。将来の食の安
心を守るために保全していく農地の設計図
であるため、どのように守っていくのか地
域ごとに考えていかなければなりません。
ただ、目標地図は出来あがって終わりでは
ありません。農業委員会として目標地図の
さらなる更新を目指し活動を続けてまいり
ます。地域の協力なしでは達成できないこ
とから、皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。

ー 

農
業
者
年
金
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

ー

農業委員会会長　杉浦俊雄
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